
NO.52

GH=45.52
FH=45.553

As

電柱

b

Cal

As～g

As～g

2.00% 2.00%45.618

NSR20-H1600-B1800

スクラムガードBC15

1
6
00

1800

750

6750

2750

2500

500 27502015
485

175

2000

既設練石積露出

写真添付箇所

KT9

KT10

KT11

支

50

55

T:橘幹　24

E:カワサキ　684
T:クチヤナイ～エカワサキ　79
T:橘　25

T:橘幹　27

E:カワサキ　682
T:タチバナ　26D

E:カワサキ　683

T:タチバナ　26
T:クチヤナイ～エカワサキ　78

(散岩)

(散岩)

ロックネット

HPΦ300呑口不明

HPΦ300呑口不明

(44.96)

57.18

45.46

45.51

45.53
(45.03)

45.55

45.62

45.64

(45.22)

45.65

45.63

60.52

59.26

59.88

55.32

59.63

59.01

30.29

28.41

31.23

28.29

33.51

33.23
31.83

28.76

29.56

28.91

38.84
39.04

38.59

38.31

28.51

29.21

35.23

管底44.04

管底44.47

35

30

60

55

KBM-3
H=45.671

NO
.
5
1
+1

.
2
2
7

R=
3
0
7
.4

S
P
4

E
C
4

R
=
3
0
7
.
4

N
O
.
5
3
+
1
1
.
2
4
8

IP-4

N
O
.4

9 NO
.
5
0 N
O.

5
1 NO
.
5
2

N
O
.
5
3

N
O
.
5
4

N
O
.
5
5

N
O
.
5
6

N
O
.
5
7

施工延長　L=100m

N
o
.
5
1

N
o
.
5
6

Gp-Bp-2B
　L=100m

区画線工  L=100m

縁石　　　L=99.6m

　　　　（標準N=140個、水抜N=26個）

令和４年度 建設業デジタル化促進モデル事業現場見学会（有限会社 竹村綜合建設）
＜デジタル化促進モデル事業の実施内容＞

導入機器：杭ナビショベル １７名（建設会社：４社８名、県職員：２名、市町村職員：７名）
＜工事概要＞
工  事  名：道交国防安（交安）第402-013-3号国道441号防災・安全交付金工事

請負代金：66,836,000円、工期：令和6年8月14日～令和7年3月17日

工事内容：施工延長 L=100.0ｍ
     張出歩道設置 L＝100.0ｍ

発注者の
コメント

開催日：令和６年１０月２９日 開催場所：四万十市西土佐江川崎

＜参  加  者＞

杭ナビショベルの活用により、オペレータのみで法面の掘削作業ができ生産性の向上となっている。また、狭隘な現場での重機作業となる
ため、安全性の向上にもつながっている。

横断図平面図

プロセス 使用機械等 従来 ＩＣＴ 効果 評価

3次元起工測量
UAV・TLS起工測量（内製化）

杭ナビ・快測ナビ（内製化） 2人・日 2人・日 0％
-

3次元設計データ 内製化 1人・日 1人・日 0％ -

ＩＣＴ施工 杭ナビショベル（今回導入） 2人・日 0.2人・日 -90％
法面掘削において丁張設置が不要となり、従来の床均し作
業である丁張設置・レベル測量・水糸による計測の必要が
無くなり時間短縮と人工削減で生産性向上に繋がった。

3次元出来形管理 杭ナビ・快測ナビ（内製化） 0.5人・日 0.5人・日 0％ -

合計 6.2人・日 3.7人・日 -40％

施工者のコメント

ICT施工（杭ナビショベ
ル）を活用することで、大
幅に時間の短縮と生産性の
向上を図ることが出来まし
た。現場測量において技術
者の時間の余裕が出来た事
で、現場での拘束時間が短
縮され、残業をする必要が
なくなりました。今後は、
機器の取り扱い方法を従業
員一人一人に教育を行う事
で益々の生産性向上に向け
て尽力してまいりたいと思
います。

３次元設計データ作成
杭ナビショベル


